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◆　概要

　　 LNGタンクの基礎の沈下計測に挿入式水平傾斜計が用いられます。過去の計測実績として、直径100mの
　　タンク基礎が挙げられます。直径100mになると、自動計測では多大な費用が掛かることになるので、
　　手動型の挿入式傾斜計を推奨します。

◆　計測方法　　　　

　　予めタンク基礎にSGP管を仕込み、アルミ製の測定管を通します。その後、隙間をモルタルで充填します。
　　測定は、タンク両側に配置した人員が無線で連絡を取り合い、挿入式傾斜計の接続したガイドワイヤを
　　引張り、測定管内を一定ピッチで測定します。　
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◆静電容量型挿入式水平傾斜計

型式：MC-300IW-RS57
測定範囲：±300分
許容温度範囲：-10～70℃
寸法：φ30㎜×H450㎜
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